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第 1章 子どもの食をめぐる今日的な状況 

1. 家庭の食事の変化 

2. 家庭の食事風景の変化 

3. 食事をつくる料理の変化 

4. 食べ物に対する関わりの変化 

5. 食に対する意識の変化 

6. 食のブラックボックス化 

 

第 2章 教育課程における「食に関する指導」の検討 

1. 教科教育の中での「食に関する指導」の変遷 

2. 教科外活動の中での学校給食指導の位置づけ 

3. 「食育」の取り組みに求められるもの 

 

第 3章 生活科・社会科・総合的な学習における食べ物教材 

1. 食べ物を教材にして何を教えてきたのか（学習内容） 
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2. 食べ物を教材にしてどのように教えてきたのか（学習方法） 

3. 食べ物を教材にしてどう授業が変わってきたのか（教育実践の変遷） 

4. 食の総合的な学習を構想する 

 

第 4章 食べて見つける自分のくらし 

【1年の生活科実践 おうちの人のカレーづくり】 

1. 子どもから見た家庭や家族の移り変わり 

2. いま、 家族をテーマに何を教えるか 

3. カレーづくりを通して家族の仕事を教える 

4. カレーをつくって食べて知る家族の仕事 

5. 「カレーづくり」から「おうちの人のしごと」へ 

6. 子どもが見た「家族みんなのための仕事」 

【1年の生活科実践 給食のカレーをつくろう】 

1. 牛の顔が見たい！ 

2. じゃがいもでつながる人たち 

3. 給食のカレーをつくろう 

4. 「食べる」実践の広がり 

 

第 5章 食べ調べる地域の生産と労働 

【3年の社会科実践 森さんの奈良漬けづくり】 

1. 「森さんの奈良漬けづくり」の魅力を教材科する 

2. 「森さんの奈良漬けづくり」から子どもたちが見つけたもの 

3. 子どもたちが知りたいことを追究する授業に 

【4年の総合的な学習の実践 10クラスのおもちをつくろう】 

1. きっかけはクラスの父親の言葉から 

2. 農業体験の 4つの教育的効果を活かす 

3. 子どもたちの学びに目標と流れを 

4. おいしいおもちが食べたい 

 

第 6章 食べて考える現代社会の課題 

【5年の社会科実践 米づくり農家 34人に聞きました】 

1. 「お米調べ」から始まった農業学習 

2. 米づくり農家の今 

3. 米づくり農家 34人に聞きました 

【5年の社会科実践 日本の漁業は生き残れるか】 

1. 食べ物から現代社会の課題を見つめさせる 

2. 漁業はわたしたちの重要な食料産業 

3. 漁業の町・那智勝浦に日本の漁業の姿をみる 
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4. 日本の漁業は生き残れるか？ 

5. ぼく・わたしたちが考えた「日本の漁業の今とこれから」 

 

第 7章 食べて考える日本の歴史 

1. きょうのごはん なあに・縄文 

2. きょうのごはん なあに・弥生 

3. きょうのごはん なあに・奈良 

4. きょうのごはん なあに・室町 

5. きょうのごはん なあに・江戸 

6. きょうのごはん なあに・明治 

7. きょうのごはん なあに・大正 

8. きょうのごはん なあに・学童疎開 

9. きょうのごはん なあに・現代 

10. 食べて考える歴史の教育課程をめぐって 
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